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活
動
の
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化

文
武
両
道
の
日
川
高
校
に
お
い

て
部
活
と
学
習
の
両
立
は
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。

現
在
、
七
時
完
全
下
校
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
だ
ら
だ
ら

と
長
時
間
練
習
を
す
れ
ば
い
い
も

の
で
は
な
い
。
七
校
時
終
了
後
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
で
き
る
だ
け

早
く
掃
除
を
終
わ
ら
せ
、
部
活
に

入
る
。
週
１
日
部
活
を
休
む
こ
と

も
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
学
習
時
間
を
確
保
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

七
時
に
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
は
、

部
員
た
ち
が
自
分
た
ち
で
頭
を
使
っ

て
効
率
的
な
練
習
方
法
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
夫
し
解
決

策
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
競
技
で
強
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
に
出
て
行
っ
て

か
ら
役
立
つ
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。

こ
の
取
り
組
み
も
ま
さ
に
、
日
川

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
角
な
の
で

あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
授
業
と

ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
活
用

最
近
「

Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
く
。
学
校
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
活
用
し
た
教
育

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
だ
。
日
川
高
校
で
は
各

ク
ラ
ス
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ

が
あ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ

な
い
で
行
う
授
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
英
語
で
は
毎
時
間
利

用
し
、
質
問
や
答
え
、
文
章
の
背

景
な
ど
が
瞬
時
に
映
し
出
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
い
。
生
徒
の
発
表
の

際
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
の

活
用
も
県
下
で
最
も
進
ん
で
い
る

そ
う
だ
。
こ
れ
は
ス
マ
ホ
に
入
れ

て
様
々
な
こ
と
に
使
っ
て
い
る
。

宿
題
や
テ
ス
ト
範
囲
の
発
表
、
テ

ス
ト
の
答
え
の
配
布
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
な
ど
。
ま
た
担
任
と
の

意
見
交
換
に
も
使
っ
て
い
る
。

入
試
で
は
調
査
書
の
代
わ
り
に

「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
と
い
う

も
の
を
提
出
さ
せ
る
大
学
が
出
て

く
る
と
い
う
。
毎
日
の
自
分
の
活

動
と
苦
労
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
記
録
し
て
た

め
て
い
く
の
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
か

ら
そ
の
記
録
に
ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を

使
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
ら
し
い
。

ま
だ
ま
だ
新
し
い
利
用
方
法
が
考

え
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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で
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も
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、
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演
劇
・
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）
と
と
も
に

優
勝
を
目
指
す
。
そ

の
ほ
か
１
年
生
は
ク
ラ
ス
企
画
、
２
・

３
年
生
は
模
擬
店
と
日
川
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
）

も
あ
る
。
そ
の
他
、
楽
し
い
企
画
が

目
白
押
し
だ
。

み
ん
な
が
協
力
し
て
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
く
中
で
ク
ラ
ス
の
団
結
力

が
高
ま
り
、
絆
が
生
ま
れ
、
友
情
が

深
ま
っ
て
い
く
。
優
勝
し
た
ク
ラ
ス

は
ど
ん
な
に
か
う
れ
し
い
だ
ろ
う
と

思
う
。
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新

し
い
自
分
を
発
見
し
た
り
し
て❥

紫
風
祭

紫
風
祭

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動

日
川
高
校
は
文
部
科
学
省
の
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
指
定
も
、
昨
年
度
か
ら
第
二

期
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
一
ク
ラ
ス
中
心
で
行
っ
て
き

た
の
だ
が
、
現
２
年
次
生
か
ら
は

対
象
が
全
部
の
生
徒
に
広
が
っ
た
。

具
体
的
に
は
全
員
が
課
題
研
究
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
課
題
研
究

は
広
い
意
味
で
の
科
学
を
テ
ー
マ

に
自
分
で
問
題
を
設
定
し
、
研
究

し
、
発
表
し
て
い
く
授
業
だ
。
こ

の
文
を
書
い
て
い
る
筆
者
は
文
系

な
の
で
そ
れ
は
困
る
と
思
っ
た
が
、

自
然
科
学
の
分
野
に
限
ら
ず
論
理

的
に
考
え
る
力
を
育
て
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
表
現
力
を

高
め
る
そ
う
だ
。
な
ん
と
言
っ
た
っ

て
副
題
に
「
文
武
両
道
を
科
学
す

る
」
っ
て
つ
け
た
く
ら
い
だ
か
ら
。

科
学
的
な
見
聞
を
広
め
る
サ
イ
エ

ン
ス
ツ
ア
ー
も
全
員
を
対
象
に
募

集
し
て
い
る
。
一
年
生
は
関
東
方

面
、
二
年
生
は
岐
阜
・
愛
知
方
面
、

年
度
末
に
は
種
子
島
・
屋
久
島
方

面
に
行
く
。
ま
た
最
先
端
の
研
究

者
の
講
演
会
を
聞
い
た
り
、
サ
イ

エ
ン
ス
ラ
ボ
や
宇
宙
の
学
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
な
ど
い
ろ

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
。
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Ｓ
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は
種
子
島
・
屋
久
島
方

面
に
行
く
。
ま
た
最
先
端
の
研
究

者
の
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演
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まるでヨーロッパ

の教会のようなス
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の作品は閉会式で

披露されます。



高
校
野
球
は
特
別
だ
。

戦
っ
て
い
る
選
手
た
ち
に

と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

応
援
す
る
私
た
ち
み
ん
な

に
と
っ
て
も
特
別
で
あ
る
。

高
校
野
球
ほ
ど
青
春
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

は
な
い
。
炎
天
の
下
、
声

を
か
ら
し
て
校
歌
を
歌
い
、

拍
手
を
送
る
。
グ
ラ
ン
ド

と
応
援
団
が
ま
さ
に
一
丸

と
な
っ
て
勝
利
を
目
指
す
。

そ
れ
が
た
ま
ら
な
い
。

今
年
は
３
回
戦
、
帝
京

第
三
高
校
戦
が
全
校
応
援

と
な
っ
た
。
試
合
は
先
攻

さ
れ
て
追
い
つ
き
、
ま
た

点
を
取
ら
れ
て
と
い
う
展

開
で
２
対
３
で
惜
敗
し
た
。

今
年
の
成
績
は
ベ
ス
ト
８

進
出
と
い
う
こ
と
で
終
わ
っ

た
。
夏
の
甲
子
園
５
回
目

出
場
の
夢
は
来
年
に
託
さ

れ
た
。
皆
さ
ん
も
来
年
は

一
緒
に
応
援
し
よ
う
。

３

年

の

安

田

優

歩
君
、

和

泉

川

岬
君
、

２
年
の

市

瀬

晃

也

君

が

出
場
。

「
表
彰
台
に
か
ら
む
戦
い
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
仲
間
の
応
援
も
あ
り

最
後
ま
で
全
力
で
戦
い
ま
し
た
。
来

年
は
後
輩
た
ち
の
リ
ベ
ン
ジ
に
期
待

し
ま
す
」

（
３
年
安
田
君
優
歩
君
）

「
３
年
生

に
と
っ
て

は
最
後
の

大
会
で
も

あ
り
、
会

場
の
雰
囲

気
は
張
り

つ
め
た
感

じ
で
し
た
。

そ
の
中
で
戦
う
こ
と
が
出
来
て
、
３

年
間
で
一
番
心
に
残
る
大
会
に
な
り

ま
し
た
」
（
３
年
田
中
優
衣
さ
ん
）

結
果
は
２
回
戦
に
進
出
し
た
の
で
す

が
、
ま
だ

ま
だ
満
足

で
き
な
い

よ
う
で
す
。

得
点
を
決
め
て
喜
ぶ

け
が
人
が

多
い
中
、

そ
れ
ぞ

れ

が
や
ら

な

け
れ
ば

な

ら
ら
い

こ

と
が
明

確

に
な
っ

た

試
合
に

な

り
ま
し
た
。
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
決
勝
に
進
め
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
３
年
三
枝
大
祐
君
）

３
年
生
の

武
井
稜
哉

君
が
２
年

連
続
で
出

場
し
た
。

「
優
勝
を
目
指
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。

決
勝
で
は
守
り
の
走
り
を
し
て
し
ま

い
、
優
勝
ど
こ
ろ
か
入
賞
す
ら
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
体
で
は
こ
の

悔
し
さ
を
晴
ら
し
優
勝
し
て
き
ま
す
！
」

全
国
高
校
女
子
選
手
権
大
会

《
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
》

群
馬
県
で
行
わ
れ
た
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
納
得
い
く
内
容
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
多
く
の
課
題
を

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
３
年
藤
田
美
紀
さ
ん
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

《

放

送

部

》

私
た
ち
は
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部

門
と
朗
読
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
出
し
た
の

は
前
の
学
食
に
つ
い
て
の
番
組
で
す
。

全
国
の
優
れ
た
作
品
に
触
れ
勉
強
に

な
り
ま
し
た
（
３
年
新
谷
ほ
の
か
さ
ん
）

２
年
の
初
鹿
野
海
雄
君
が
朗
読

部
門
に
出
場
。
「
今
大
会
で
読
ん
だ

の
は
辻
村
深
月
さ
ん
の
作
品
で
す
。

自
分
の
一
番
好
き
な
一
節
を
大
勢
の

前
で
表
現
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
作
者
の
思
い
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
」

総
文

祭

で
は
大
勢

の
合
唱
が

好
き
な
仲

間
と
歌
う

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
歌
い
方
や
音
楽
・
合
唱

に
対
し
て
の
向
き
合
い
方
な
ど
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
３
年
土
屋
隆
輔
君
）

こ
の
夏
、

吹
奏
楽
部

は
全
国
総

文
祭
に
参

加
し
、
山

梨
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
金
賞

を
受
賞
、
西
関
東

大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
様
々
な

県
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
３
年
平
塚
夏
美
さ
ん
）

短
歌
部
門
の
県
代
表
と
し
て
、
３

年
生
の
角
田
菜
々
花
さ
ん
が
参
加
。

歌
会
を
通
し
て
各
県
代
表
と
交
流
し

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

日
川
高
校
の
一
年

四
月

入
学
式

創
立
記
念
日

五
月

山
梨
県
総
合
体
育
大
会

六
月

関
東
大
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七
月

紫
風
祭

野
球
応
援

八
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ

全
国
総
文
祭

九
月

強
歩
大
会

前
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終
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式

十
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式
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人
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修
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（
２
年
）

十
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応
援
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花
園
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ビ
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場

二
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ス
キ
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１
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）

三
月

卒
業
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球

技

大
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終
業
式
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き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
作
者
の
思
い
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
」

総
文

祭

で
は
大
勢

の
合
唱
が

好
き
な
仲

間
と
歌
う

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
歌
い
方
や
音
楽
・
合
唱

に
対
し
て
の
向
き
合
い
方
な
ど
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
３
年
土
屋
隆
輔
君
）

こ
の
夏
、

吹
奏
楽
部

は
全
国
総

文
祭
に
参

加
し
、
山

梨
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
金
賞

を
受
賞
、
西
関
東

大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
様
々
な

県
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
３
年
平
塚
夏
美
さ
ん
）

短
歌
部
門
の
県
代
表
と
し
て
、
３

年
生
の
角
田
菜
々
花
さ
ん
が
参
加
。

歌
会
を
通
し
て
各
県
代
表
と
交
流
し

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

日
川
高
校
の
一
年

四
月

入
学
式

創
立
記
念
日

五
月

山
梨
県
総
合
体
育
大
会

六
月

関
東
大
会

七
月

紫
風
祭

野
球
応
援

八
月

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

全
国
総
文
祭

九
月

強
歩
大
会

前
期
終
業
式

十
月

後
期
始
業
式

新
人
戦

十
一
月

修
学
旅
行
（
２
年
）

十
二
月

ラ
グ
ビ
ー
応
援

た
ぶ
ん
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

二
月

ス
キ
ー
教
室

（
１
年
）

三
月

卒
業
式

球

技

大

会

終
業
式

❖
実
は
高
校
生
活
は
苦
し
い
こ
と
も

多
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
時
日
川
の
仲

間
や
学
校
行
事
は
、
あ
な
た
に
乗
り

越
え
て
い
く
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
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年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
。
山
梨
で
は
連
日
４
０
度
に
迫
る
よ
う
な
猛

暑
が
続
い
た
。
そ
ん
な
中
、
太
陽
に
も
負
け
な
い
熱
い
心
で
挑
ん
だ
県
高
校
野
球
大
会
、
そ
し
て
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
た
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
た
い
。
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今年３月、本校の学食を４３年間運営してくださった後藤ご夫

妻が引退され、４月からＯＢの根津さんが新たなマスターに就

任した。根津さんは、伝統のタンメンの味を３月のうちに習い

に通ったという努力家。伝統の味に加えて、ラグビー部ＯＢら

しく野菜の多い体作りに配慮したメニューを開発して、大人気

になっている。

特に夕方も営業するになったのはうれしいところ。
部活後、コンビニでおにぎりなんか買うよりずっといい。

塾前に利用している生徒もいる。学食がある高校は県下でも少

ない。日川高校のちょっとした自慢だ。
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こ
ぼ
れ
話

今
年
は
山
梨
県
大
会
も

第
一
〇
〇
回
の
記
念
大
会
。

開
会
式
で
は
、
県
内
の

音
楽
部
員
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け
て
、
国
歌
と
大

会
歌
を
独
唱
し
た
。
本
校

二
年
生
の
荒
居
大
晟
君
が

選
ば
れ
て
「
栄
冠
は
君
に

輝
く
」
を
熱
唱
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。
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こ
れ
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ン
メ
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こ
れ
が
タ
ン
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夕方の定食夕方の定食

放送部放送部音楽部音楽部
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転
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技

他
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全
国
大
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他
の
全
国
大
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